
淀川キリスト教病院 勤務医の負担の軽減および処遇の改善計画 

① 職種毎に推進する業務分担 

1 助産師 
助産師外来・院内助産を行う診療を支援 

2 看護師 
特定行為認定看護師は、手順書に基づく支援 
スペシャリスト看護師は、専門性を発揮する支援 

注射、処置等代行可能な診療行為を実施する支援 
3 薬剤師 

病棟担当制で薬剤管理を行う診療を支援 
効果・副作用の発現状況を踏まえた指導・提案 

4 診療放射線技師 
指示に基づく、撮影部位の確認等を行う支援 
各種検査の画像処理（３Ｄ等）を行う支援 

5 臨床検査技師 

侵襲を伴わない検査装置の操作を行う支援 
医師の依頼に基づき、超音波検査等の実施支援 

6 臨床工学技士 
透析、手術、内視鏡等での可能な診療補助支援 

7 管理栄養士 
病棟担当制で栄養管理を行う支援 
入院前の栄養面談、食事オーダの代行入力支援 

8 理学療法士、作業療法士、言語療法士 

    リハビリテーションに関する各種書類の記載 
9 その他職種等 

入院・患者支援の窓口となり、医師との情報共有と連携 
多職種が協力し医療チーム等を編成して連携 
 
 

② 医師事務作業補助体制 

1 医師の具体的指示のもと、診療録等の代行入力 

・ 電子カルテへの医療記録の記載 

・ 臨床写真、診断書等のスキャン取り込み 

・ 各種検査のオーダ、次回診察予約等の代行入力 

2 各種書類の下書き・仮作成 

・ 損保会社等に提出する診断書の下書き 

・ 主治医意見書、特定疾患等の下書き 

③ 短時間雇用の医師の活用 

非常勤医師を活用し、医師不足となっている診療科の支援 

④ 地域連携体制 

クリニカルパスの推進や総合患者支援体制の整備 

⑤ 当直に対する配慮 

当直翌日は、退勤できるように調整に努める 

手術のある診療科は、予定手術日の調整に努める 

⑥ 外来縮小の取組み 

紹介および逆紹介に対するサービスの向上 

⑦ 子育て中の配慮 

院内保育所、産休育休制度の充実 

短時間正規雇用医師の活用 

⑧ その他 

ＩＴ化を推進し業務の効率化、合理化を図る 


